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地
方
単
独
事
業
と
し
て
の
自
治
体
の
子
ど
も
の
医
療
費
に
対
す
る
公
費
負
担
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
に
対
す
る
公
費
負
担
事
業
を
地
方
単
独
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
都
道

府
県
の
基
準
に
市
町
村
が
上
乗
せ
を
す
る
事
例
も
多
い
。
国
の
公
的
医
療
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
の

医
療
費
は
、
全
国
一
律
で
二
割
の
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
国
民
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
に
対
す
る
実
際

の
自
己
負
担
は
居
住
地
に
よ
っ
て
異
な
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
、
鳩
山
内
閣
は
、
内
閣
衆
質
一
七
三
第
一
一

四
号
に
お
い
て
、
「
地
方
単
独
事
業
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
判
断
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
子
ど
も
の
医
療
費
に
対
す
る
公
費
負
担
事
業
は
全

国
的
に
拡
充
さ
れ
、
発
足
当
初
の
「
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
」
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
、
義
務
教
育
就
学
後
の
子
ど
も
も
対

象
と
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
一
方
、
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
よ
り
地
方
消
費
税
の
引
き
上
げ
が
予
定
さ
れ
、
そ
の

増
収
分
を
充
て
る
べ
き
地
方
単
独
事
業
の
範
囲
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
に
集
中
的
に
開
催
さ
れ
た
「
国
と
地
方
の

協
議
の
場
」
で
は
、
「
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
」
と
い
う
判
断
基
準
を
子
ど
も
の
医
療
費
に
対
す
る
公
費
負
担
事
業
に
ど
の

よ
う
に
適
用
す
る
か
は
、
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
推
移
を
踏
ま
え
、
野

田
内
閣
と
し
て
の
現
状
認
識
と
見
解
を
、
以
下
十
二
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一



一

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
現
在
で
厚
生
労
働
省
が
把
握
し
て
い
る
「
乳
幼
児
等
医
療
費
に
対
す
る
公
費
負
担
事
業
実
施
状

況
」
に
よ
れ
ば
、
都
道
府
県
に
お
け
る
通
院
費
へ
の
実
施
状
況
は
、
対
象
年
齢
が
「
三
歳
未
満
か
ら
七
歳
未
満
」
が
十
三

県
、
「
就
学
前
」
が
三
十
一
県
、
「
十
二
歳
年
度
末
ま
で
」
が
二
県
、
「
十
五
歳
年
度
末
ま
で
」
が
一
県
で
あ
っ
た
が
、
同

じ
年
齢
区
分
で
直
近
の
時
点
で
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
伺
う
。

二

一
の
調
査
で
、
都
道
府
県
に
お
け
る
入
院
費
へ
の
実
施
状
況
は
、
対
象
年
齢
が
「
三
歳
未
満
か
ら
七
歳
未
満
」
が
五
県
、

「
就
学
前
」
が
三
十
三
県
、
「
十
二
歳
年
度
末
ま
で
」
が
五
県
、
「
十
五
歳
年
度
末
ま
で
」
が
四
県
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
年

齢
区
分
で
直
近
の
時
点
で
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
伺
う
。

三

一
の
調
査
で
、
市
区
町
村
に
お
け
る
通
院
費
へ
の
実
施
状
況
は
、
対
象
年
齢
が
「
三
歳
未
満
か
ら
六
歳
未
満
」
が
百
五
、

「
就
学
前
」
が
九
百
八
十
、
「
十
二
歳
年
度
末
ま
で
」
が
三
百
六
十
五
、
「
十
五
歳
年
度
末
ま
で
」
が
三
百
四
十
六
、
「
十

八
歳
年
度
末
ま
で
」
が
四
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
年
齢
区
分
で
直
近
の
時
点
で
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
伺
う
。

四

一
の
調
査
で
、
市
区
町
村
に
お
け
る
入
院
費
へ
の
実
施
状
況
は
、
対
象
年
齢
が
「
六
歳
未
満
」
が
四
十
五
、
「
就
学
前
」

が
七
百
二
十
一
、
「
十
二
歳
年
度
末
ま
で
」
が
五
百
十
四
、
「
十
五
歳
年
度
末
ま
で
」
が
五
百
十
六
、
「
十
八
歳
年
度
末
ま

で
」
が
四
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
年
齢
区
分
で
直
近
の
時
点
で
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
伺
う
。

二



五

一
の
調
査
で
、
都
道
府
県
に
お
け
る
所
得
制
限
の
実
施
状
況
は
、
「
な
し
」
が
十
四
県
、
「
あ
り
」
が
三
十
三
県
、
一
部

自
己
負
担
の
実
施
状
況
は
、
「
な
し
」
が
十
県
、
「
あ
り
」
が
三
十
七
県
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
区
分
で
直
近
の
時
点
で
把
握

し
て
い
る
と
こ
ろ
を
伺
う
。

六

五
に
関
連
し
、
市
区
町
村
に
お
け
る
所
得
制
限
及
び
一
部
自
己
負
担
の
実
施
状
況
は
、
一
の
調
査
で
は
示
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
直
近
の
時
点
で
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
伺
う
。

七

自
治
体
の
子
ど
も
の
医
療
費
に
対
す
る
公
費
負
担
事
業
の
現
状
に
つ
い
て
、
「
地
方
単
独
事
業
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
各

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
の
見
解
は
理
解
す
る

も
の
の
、
そ
の
自
治
体
に
居
住
す
る
国
民
の
間
の
平
等
の
観
点
か
ら
は
疑
問
で
あ
り
、
対
象
の
開
き
に
は
自
ず
と
一
定
の
限

度
を
法
的
に
設
け
る
べ
き
も
の
と
思
う
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

八

公
的
医
療
保
険
制
度
を
所
管
す
る
国
と
す
れ
ば
、
義
務
教
育
就
学
前
ま
で
の
医
療
費
は
、
全
国
一
律
で
二
割
、
就
学
後
は

三
割
の
自
己
負
担
を
原
則
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
所
得
制
限
や
一
部
自
己
負
担
を
求
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
内
閣
の
見
解
を

伺
う
。

九

今
回
の
消
費
税
引
き
上
げ
の
国
と
地
方
の
配
分
割
合
を
決
め
る
際
に
用
い
た
社
会
保
障
に
関
す
る
地
方
単
独
事
業
の
中

三



に
、
自
治
体
の
子
ど
も
の
医
療
費
に
対
す
る
公
費
負
担
事
業
は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

十

地
方
交
付
税
に
お
け
る
基
準
財
政
需
要
額
に
お
い
て
、
自
治
体
の
子
ど
も
の
医
療
費
に
対
す
る
公
費
負
担
事
業
は
、
ど
の

程
度
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

十
一

以
前
よ
り
、
総
務
委
員
会
で
の
質
問
に
お
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
平
成
二
十
三
年
末
に
開
催
さ
れ
た
国
と
地

方
の
協
議
の
場
及
び
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
分
科
会
の
議
事
録
の
一
部
が
内
閣
官
房
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
刻
刻
と
し
て

ア
ッ
プ
さ
れ
ず
、
五
月
に
入
り
よ
う
や
く
公
開
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
何
が
問
題
で
あ
っ
た
の
か
原
因
を
伺
う
。

十
二

十
一
に
関
し
、
政
府
職
員
が
年
末
の
会
議
の
議
事
録
取
り
ま
と
め
に
五
カ
月
後
ま
で
も
従
事
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
公

務
の
能
率
の
面
で
も
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
国
民
へ
の
周
知
、
出
席
さ
れ
た
方
の
地
方
へ
の
配
慮
を
考
え
る
と
き
、
メ
ン

バ
ー
の
発
言
を
忠
実
に
記
録
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
は
速
記
を
外
部
委
託
す
る
等
の
事
務
改
善
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

し
、
要
約
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
会
議
終
了
後
期
限
を
決
め
て
提
出
さ
せ
る
な
り
の
工
夫
が
必
要
と
考
え
る
。
内
閣
の
見
解
を

伺
う
。

右
質
問
す
る
。

四


